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第
一
章

研
究
の
目
的
と
方
法

第
一
節

問

題

の

所

在

戦
国
城
下
町
の
景
観
研
究
は
文
献
史
学
や
考
古
学
︑
建
築
史
学
︑
歴
史
地

理
学
か
ら
学
際
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る①
︒
こ
の
中
で
は
︑
中
世
の
守
護
所
か

ら
戦
国
期
︑
織
豊
期
を
経
て
近
世
城
下
町
ま
で
︑
城
下
町
の
変
化
の
プ
ロ
セ

ス
に
着
目
し
︑
政
治
︑
軍
事
︑
経
済
等
の
様
々
な
文
脈
と
結
び
付
け
な
が
ら
︑

城
下
町
の
成
立
や
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な

研
究
に
お
い
て
戦
国
城
下
町
は
城
郭
や
家
臣
屋
敷
︑
町
場
︑
寺
社
等
が
散
在

す
る
多
元
的
な
構
造
で
あ
り
︑
地
域
の
﹁
個
性
﹂
を
反
映
し
た
多
様
な
景
観

だ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る②
︒
そ
し
て
多
様
性
の
要
因
と
し
て
︑
地
域
の
権

力
構
造
や
社
会
構
造
だ
け
で
な
く
︑
集
落
の
形
態
等
そ
の
地
域
に
既
存
の
空

間
構
造
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る③
︒

近
年
︑
既
存
の
空
間
構
造
と
し
て
港
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
︒
特
に

北
陸
か
ら
山
陰
の
港
町
に
関
し
て
は
学
際
的
な
研
究
が
ま
と
め
ら
れ④
︑
港
と

城
下
町
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
︒
こ
の
中
で
仁

木⑤
は
北
陸
の
諸
事
例
を
総
括
し
︑
北
陸
の
中
世
港
町
は
様
々
な
宗
派
の
寺
社

勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
持
っ
て
立
地
す
る
﹁
モ
ザ
イ
ク
状
に
入
り
組
ん

だ
総
体
﹂
だ
っ
た
と
し
た
︒
そ
し
て
武
家
権
力
は
中
世
港
町
に
対
し
て
︑
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
路
の
掌
握
や
御
用
商
人
を
介
し
た
緩
や
か
な
支
配
を
行
う
に

止
ま
り
︑
景
観
の
変
化
を
伴
う
直
接
的
な
介
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
し
た
︒

し
か
し
守
護
所
の
選
定
に
港
の
存
在
が
重
視
さ
れ
た
阿
波
の
勝
瑞⑥
で
は
︑
武

家
権
力
が
港
の
移
転
に
伴
っ
て
港
に
近
い
低
湿
地
の
都
市
整
備
を
行
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
た⑦
︒
つ
ま
り
仁
木
の
研
究
は
︑
中
世
か
ら
流
通
が
盛
ん
で
︑

港
町
が
先
進
的
に
発
達
し
て
い
た
北
陸
の
地
域
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
︑

一
般
化
は
で
き
な
い
︒
従
っ
て
戦
国
期
の
港
と
城
下
町
の
関
係
を
考
察
す
る

に
は
︑
北
陸
の
事
例
を
相
対
化
す
る
必
要
が
あ
り
︑
他
地
域
に
お
け
る
さ
ら

な
る
事
例
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
︒

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）
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図� 中世島津氏の拠点の立地と近世鶴丸城下町の関係図� 中世島津氏の拠点の立地と近世鶴丸城下町の関係図� 中世島津氏の拠点の立地と近世鶴丸城下町の関係図� 中世島津氏の拠点の立地と近世鶴丸城下町の関係

そ
こ
で
本
稿
で
は
鹿
児
島
を
扱
う
︒
対
象
地
選
定
の
主
な
理
由
は
次
の
二

点
で
あ
る
︒
ま
ず
中
世
の
早
い
段
階
か
ら
守
護
島
津
氏
が
拠
点
に
し
て
城
下

町
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
鹿
児
島
に
お
け
る
島
津
氏
の
拠
点
は
︑
南
北

朝
期
の
東
福
寺
城
︑
室
町
期
の
清
水
城
︑
戦
国
期
の
内
城
︑
近
世
の
鶴
丸
城

と
変
遷
し
た
︒
こ
れ
ら
の
城
館
は
図
�
の
近
世
鶴
丸
城
下
町
に
重
ね
る
と
︑

全
て
内
城
を
中
心
に
半
径
一
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
に
あ
り
︑
近
世
城
下
町

の
一
部
と
重
な
る
狭
い
範
囲
で
移
転
し
て
い
た
と
分
か
る
︒
従
っ
て
鹿
児
島

は
城
下
町
の
変
化
を
通
時
的
に
把
握
で
き
る
地
域
で
あ
る
︒

二
点
目
は
中
世
史
料
か
ら
複
数
の
港
の
存
在
を
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
港
を
位
置
比
定
す
る
と
︑
城
下
町
全
体
の
中
で
港
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
︒
さ
ら
に
島
津
氏
は
︑
硫
黄
の
供
給
を
担
う
等
︑
遣
明
船
貿
易
に

関
与
し
て
お
り⑧
︑
ま
た
鹿
児
島
に
は
琉
球
船
が
着
い
た
と
さ
れ⑨
︑
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
師
も
滞
在
し
た⑩
︒
従
っ
て
鹿
児
島
の
港
に
は
対
外
交
易
機
能
も
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
︑
対
外
交
易
港
と
城
下
町
の
関
係
と
い
う
新
た
な
事
例
を
期

待
で
き
る
︒

第
二
節

景
観
復
原
の
方
法
と
史
料

本
稿
で
採
用
す
る
景
観
復
原
は
︑
景
観
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
存
在
時
期
︑

立
地
︑
敷
地
等
を
史
料
か
ら
抽
出
し
︑
精
密
に
地
図
上
に
表
し
て
統
合
す
る

と
い
う
歴
史
地
理
学
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
で
あ
る
︒
歴
史
地
理
学
に

96 (826)



お
け
る
中
世
都
市
の
景
観
復
原
研
究
は
主
に
中
世
城
下
町
を
対
象
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
︒
中
世
か
ら
近
世
へ
の
城
下
町
の
変
容
過
程
を
類
型
化
し
た

矢
守⑪
は
︑
近
世
絵
図
の
描
写
を
実
態
と
し
て
復
原
し
た
が
︑
中
世
は
同
時
代

の
都
市
図
が
わ
ず
か
し
か
存
在
し
な
い
上
に
︑
実
態
と
絵
図
の
描
写
が
乖
離

し
て
い
る
と
い
う
指
摘⑫
も
あ
る
︒
一
次
史
料
に
立
脚
し
た
景
観
復
原
と
し
て

は
︑
松
本
と
小
林
に
よ
る
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
松
本⑬
は
﹃
長
宗
我
部
地
検

帳
﹄
を
用
い
て
土
佐
に
お
け
る
中
世
城
下
町
の
武
家
屋
敷
と
市
屋
敷
の
配
列

を
模
式
的
に
表
し
た
が
︑
具
体
的
な
地
図
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒
一
方
で

小
林⑭
は
﹃
長
宗
我
部
地
検
帳
﹄
に
加
え
て
地
籍
図
を
補
助
的
に
使
う
こ
と
で
︑

現
実
の
地
形
図
上
に
城
下
町
の
景
観
を
復
原
し
た
︒
し
か
し
こ
の
よ
う
な
一

次
史
料
に
基
づ
く
復
原
は
史
料
的
制
約
が
大
き
く
︑
土
佐
以
外
の
地
域
で
は

適
用
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た⑮
︒

そ
こ
で
現
在
の
歴
史
地
理
学
で
は
︑
一
次
史
料
に
加
え
て
発
掘
調
査
や
近

世
以
降
の
二
次
史
料
を
用
い
る
手
法
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
︒
中
で
も
地
籍

図
は
近
代
史
料
で
あ
る
た
め
︑
中
世
の
地
割
を
詳
細
に
復
原
で
き
る
わ
け
で

は
な
い⑯
が
︑
地
籍
図
の
地
割
を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
で
空
間
形
成
の
時
期

差
や
特
徴
を
推
定
で
き
︑
景
観
を
面
的
か
つ
動
態
的
に
復
原
す
る
こ
と
が
で

き
る⑰
︒
松
本
と
小
林
の
研
究
で
は
復
原
の
対
象
が
城
館
︑
武
家
屋
敷
︑
町
場

に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
︑
現
在
の
手
法
で
は
様
々
な
史
料
か
ら
城
郭
︑

道
︑
河
川
等
の
さ
ら
に
多
様
な
構
成
要
素
を
捉
え
る
こ
と
で
城
下
町
全
体
の

景
観
を
復
原
し
︑
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
︒

鹿
児
島
も
中
世
の
景
観
復
原
に
使
用
で
き
る
中
世
史
料
は
限
ら
れ
︑
さ
ら

に
発
掘
調
査
成
果
も
ほ
と
ん
ど
な
い
︒
よ
っ
て
景
観
復
原
の
た
め
に
は
近

世
・
近
代
の
文
献
史
料
や
絵
図
・
地
図
史
料
に
多
く
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
︒

山
村⑱
は
︑
鎌
倉
︑
山
口
等
を
対
象
に
多
様
な
構
成
要
素
の
立
地
パ
タ
ー
ン
や

形
態
を
精
緻
に
復
原
し
︑
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
す
る
こ
と
で
︑
中

世
都
市
の
空
間
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
︒
従
っ
て
鹿
児
島
に
お
い
て
も
︑
現

在
の
歴
史
地
理
学
の
景
観
復
原
手
法
を
適
用
す
る
こ
と
で
空
間
構
造
の
分
析

は
可
能
だ
ろ
う
︒

加
え
て
︑
中
世
港
町
の
景
観
復
原
研
究
も
先
行
研
究
と
し
て
重
要
で
あ
る
︒

歴
史
地
理
学
で
は
南
出⑲
が
古
代
中
世
の
港
の
空
間
構
成
を
検
討
し
た
が
︑
こ

こ
で
は
港
湾
施
設
の
み
を
復
原
し
て
お
り
︑
都
市
空
間
は
対
象
に
さ
れ
な
い
︒

一
方
で
建
築
史
学
の
宮
本⑳
は
︑
先
述
の
歴
史
地
理
学
の
復
原
手
法
を
港
町
に

導
入
し
︑
地
籍
図
を
基
に
町
︑
街
路
︑
水
際
線
︑
寺
社
を
復
原
す
る
こ
と
で
︑

中
世
か
ら
近
世
へ
の
都
市
空
間
の
変
化
を
分
析
し
た
︒
し
か
し
宮
本
は
︑
景

観
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
て
い
な
い
点
で
課
題
を
残
し
て
い
る
︒
多

様
な
主
体
が
絶
え
ず
集
ま
る
都
市
で
あ
る㉑

と
い
う
点
か
ら
も
︑
港
町
の
空
間

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
︑
動
態
的
な
景
観
復
原
が
必
要
だ
と
言
え
る
︒

さ
ら
に
宮
本
は
景
観
要
素
と
し
て
地
形
を
考
慮
し
な
か
っ
た
が
︑
港
町
は
必

ず
不
安
定
な
地
形
に
立
地
す
る
た
め
︑
旧
地
形
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
と
指
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摘
さ
れ
て
い
る㉒

︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
前
提
と
な
る
中
世
の
地
形
を
復
原
し

た
上
で
︑
城
館
︑
町
︑
寺
社
︑
街
路
︑
街
道
を
構
成
要
素
に
設
定
し
て
景
観

の
変
化
を
追
う
こ
と
に
す
る
︒

鹿
児
島
の
中
世
史
料
は
︑
島
津
氏
に
関
す
る
文
書
や
記
録
が
包
括
的
に
ま

と
め
ら
れ
た
﹃
旧
記
雑
録
﹄
に
多
く
所
収
さ
れ
る
他
︑﹃
山
田
聖
栄
自
記
﹄︑

﹃
樺
山
玄
佐
自
記
﹄︑﹃
上
井
覚
兼
日
記
﹄
等
も
使
用
で
き
る㉓

︒
近
世
・
近
代

史
料
は
豊
富
で
あ
り
︑
特
に
﹃
麑
藩
名
勝
考
﹄
や
﹃
薩
藩
名
勝
志
﹄︑﹃
三
国

名
勝
図
会
﹄
と
い
っ
た
地
誌
は
寺
社
や
古
城
等
の
沿
革
に
詳
し
い㉔

︒
ま
た

﹃
島
津
国
史
﹄
や
﹃
西
藩
野
史
﹄
等
の
歴
史
書
に
も
寺
社
の
創
建
年
等
の
記

載
が
あ
り
︑
参
考
に
な
る㉕

︒

中
世
鹿
児
島
の
絵
図
・
地
図
史
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
︑
正
確
性
の
観
点
か

ら
近
世
初
期
の
図
も
使
用
で
き
な
い㉖

︒
そ
こ
で
幕
末
の
図
で
は
あ
る
が
︑
天

保
一
三
年
︵
一
八
四
二
︶
頃
の
﹁
鹿
兒
島
絵
図
﹂
と
安
政
六
年
︵
一
八
五

九
︶
藩
庁
作
成
の
﹁
旧
薩
藩
御
城
下
絵
図
﹂︑
天
保
年
中
︵
一
八
三
〇
-
四

四
︶
の
屛
風
図
﹁
鹿
児
島
城
下
絵
図
﹂
を
用
い
た㉗

︒
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
天

保
図
︑
安
政
図
︑
天
保
屛
風
図
と
略
し
︑
三
点
を
近
世
図
と
総
称
す
る
︒
天

保
図
と
安
政
図
は
内
容
が
詳
細
で
あ
る
た
め
︑
実
態
を
正
確
に
表
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ㉘

︑
近
世
の
文
献
史
料
を
用
い
た
復
原
の
前
提
と
し
て
有
用
だ
と

言
え
る
︒
天
保
屛
風
図
は
寺
社
の
配
置
が
正
確
で
あ
る
他
︑
地
名
の
記
載
が

多
い
︒
ま
た
町
の
地
割
の
復
原
に
は
明
治
期
の
地
籍
図㉙

を
使
用
し
た
︒

以
上
の
方
法
と
史
料
か
ら
︑
二
章
で
旧
地
形
の
復
原
と
港
の
位
置
比
定
を

行
い
︑
三
章
で
諸
要
素
の
立
地
傾
向
や
形
態
と
港
の
関
係
の
変
化
を
追
う
︒

そ
し
て
四
章
で
鹿
児
島
の
港
と
城
下
町
の
関
係
を
ま
と
め
る
︒

①

ａ
内
堀
信
雄
・
鈴
木
正
貴
・
三
宅
唯
美
編
﹃
守
護
所
と
戦
国
城
下
町
﹄
高
志
書

院
︑
二
〇
〇
六
年
︒
ｂ
新
・
清
須
会
議
実
行
委
員
会
編
﹃
守
護
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�
＠
清
須

新
・
清
須
会
議

資
料
集
﹄
二
〇
一
四
年
︒
ｃ
﹁
城
下
町
科
研
﹂
事

務
局
編
﹃﹁
城
下
町
科
研
﹂
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ

資
料
集

中
世
・
近
世
移

行
期
に
お
け
る
守
護
所
城
下
町
の
総
合
的
研
究
﹄
二
〇
一
七
年
︒
ｄ
同
﹃﹁
城
下

町
科
研
﹂
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ

資
料
集

中
世
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
守

護
所
城
下
町
の
総
合
的
研
究
﹄
二
〇
一
七
年
︒

②

ａ
仁
木
宏
﹃
空
間
・
公
・
共
同
体
﹄
青
木
書
店
︑
一
九
九
七
年
︒
ｂ
同
﹁
室

町
・
戦
国
時
代
の
社
会
構
造
と
守
護
所
・
城
下
町
﹂︵
前
掲
①
ａ
︶
四
七
一
-
四

九
五
頁
︒

③

山
村
亜
希
﹁
中
世
都
市
の
空
間
と
そ
の
研
究
視
角
﹂
史
林
八
九
-
一
︑
二
〇
〇

六
年
︑
七
五
-
一
〇
八
頁
︒

④

仁
木
宏
・
綿
貫
友
子
編
﹃
中
世
日
本
海
の
流
通
と
港
町
﹄
清
文
堂
︑
二
〇
一
五

年
︒

⑤

仁
木
宏
﹁
中
世
港
町
に
お
け
る
寺
社
・
武
家
・
町
人

北
陸
を
中
心
に

﹂︵
前
掲
④
︶︑
七
-
二
一
頁
︒

⑥

福
家
清
司
﹁
勝
瑞
津
と
聖
記
寺
の
創
建
﹂︵
石
井
伸
夫
・
仁
木
宏
編
﹃
守
護

所
・
戦
国
城
下
町
の
構
造
と
社
会

阿
波
国
勝
瑞

﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇

一
七
年
︶︑
一
九
三
-
二
一
四
頁
︒

⑦

山
村
亜
希
﹁
室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
勝
瑞
の
立
地
と
形
態
﹂︵
前
掲
⑥
︶︑
一

二
六
-
一
四
六
頁
︒

⑧

鹿
児
島
県
﹃
鹿
児
島
県
史

第
一
巻
﹄
一
九
三
九
年
︑
五
七
五
-
五
九
五
頁
︒
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⑨

﹁
島
津
義
久
譜
﹂︵
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
﹃
鹿
児
島
県
史
料

旧

記
雑
録
後
編
一
﹄
鹿
児
島
県
︑
一
九
八
一
年
︑
史
料
番
号
七
九
四
︶︒

⑩

フ
ロ
イ
ス
日
本
史
︵
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
﹃
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
⑥
ザ

ビ
エ
ル
の
来
日
と
初
期
の
布
教
活
動

大
友
宗
麟
編
Ⅰ
﹄
中
央
公
論
新
社
︑
二

〇
〇
〇
年
︶
三
四
-
四
〇
頁
︒

⑪

矢
守
一
彦
﹃
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
﹄
大
明
堂
︑
一
九
七
〇
年
︒

⑫

山
村
亜
希
﹁
南
北
朝
期
長
門
国
府
の
構
造
と
そ
の
認
識
﹂
人
文
地
理
五
二
-
三
︑

二
〇
〇
〇
年
︑
二
一
七
-
二
三
七
頁
︒

⑬

松
本
豊
寿
﹃
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
七
年
︒

⑭

小
林
健
太
郎
﹃
戦
国
城
下
町
の
研
究
﹄
大
明
堂
︑
一
九
八
五
年
︒

⑮

前
掲
③

⑯

藤
田
裕
嗣
﹁
市
庭
と
都
市
の
あ
い
だ
﹂︵
中
世
都
市
研
究
会
編
﹃
都
市
空
間
﹄

新
人
物
往
来
社
︑
一
九
九
四
年
︶
一
五
〇
-
一
六
九
頁
︒
同
﹁
日
本
中
世
に
お
け

る
市
庭
と
広
場
﹂
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
六
七
︑
一
九
九
六
年
︑
一
五

九
-
一
七
五
頁
︒
同
﹁
戦
国
城
下
町
の
復
原
史
料
と
し
て
の
地
籍
図

小
林
健

太
郎
氏
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て

﹂︵
千
田
嘉
博
・
矢
田
俊
文
編
﹃
能
登
七
尾

城
・
加
賀
金
沢
城

中
世
の
城
・
ま
ち
・
む
ら

﹄
新
人
物
往
来
社
︑
二
〇

〇
六
年
︶
一
二
三
-
一
三
六
頁
︒

⑰

山
村
亜
希
﹁
中
世
都
市
の
景
観
復
原
と
地
籍
図
﹂
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

︵
日
本
文
化
学
科
編
︶
五
四
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
-
二
四
頁
︒

⑱

山
村
亜
希
﹃
中
世
都
市
の
空
間
構
造
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
九
年
︒

⑲

南
出
眞
助
﹁
日
本
古
代
中
世
に
お
け
る
港
の
空
間
構
成
﹂
追
手
門
学
院
大
学
文

学
部
ア
ジ
ア
文
化
学
科
年
報
一
︑
一
九
九
八
年
︑
一
三
九
-
一
五
四
頁
︒
同
﹁
港

湾
空
間
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
構
造

水
と
陸
の
景
観
史
試
論
﹂︵
金
田
章

裕
編
﹃
景
観
史
と
歴
史
地
理
学
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
八
年
︶
一
五
一
-
一
七

八
頁
︒

⑳

宮
本
雅
明
﹁
日
本
海
域
港
町
の
空
間
形
成
﹂︵
長
谷
川
成
一
・
千
田
嘉
博
編

﹃
日
本
海
域
歴
史
大
系
﹄
第
四
巻
近
世
篇
Ⅰ
︑
清
文
堂
出
版
︑
二
〇
〇
五
年
︶
三

一
三
-
三
四
五
頁
︒
同
﹃
都
市
空
間
の
近
世
史
研
究
﹄
中
央
公
論
美
術
出
版
︑
二

〇
〇
五
年
︒
同
﹁
日
本
型
港
町
の
成
立
と
交
易
﹂︵
歴
史
学
研
究
会
編
﹃
港
町
の

ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
﹄
青
木
書
店
︑
二
〇
〇
六
年
︶
七
九
-
一
一
〇
頁
︒

㉑

前
掲
⑤
︒

㉒

山
村
亜
希
﹁
室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
港
町
の
景
観
と
微
地
形

北
陸
の
港

町
を
事
例
と
し
て

﹂︵
前
掲
④
︶
二
五
五
-
二
八
六
頁
︒

㉓

﹃
旧
記
雑
録
﹄
は
︑
鹿
児
島
藩
の
史
学
者
伊
地
知
季
安
・
季
通
父
子
が
弘
化
年

間
︵
一
八
四
四
-
四
八
︶
か
ら
島
津
家
文
書
や
藩
内
の
寺
社
旧
家
等
の
文
書
・
記

録
を
集
め
︑
編
年
順
に
集
成
し
た
︑
島
津
氏
関
係
史
料
集
で
あ
る
︵
五
味
克
夫

﹁
福
島
正
治
と
伊
地
知
季
通

﹁
旧
記
雑
録
﹂
補
考

﹂︵
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
﹃
旧
記
雑
録
拾
遺

伊
地
知
季
安
著
作
史
料
集
七
﹄
月
報
︑

二
〇
〇
七
年
︶
一
-
七
頁
︶︒
刊
本
は
次
の
通
り
︒
ａ
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ

ん
所
編
﹃
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
前
編
一
﹄
鹿
児
島
県
︑
一
九
七
九
年
︒
ｂ

同
﹃
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
前
編
二
﹄
同
︑
一
九
八
〇
年
︒
ｃ
前
掲
⑨
︒
ｄ

同
﹃
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
後
編
三
﹄
同
︑
一
九
八
三
年
︒
以
下
で
は
ａ
︑

ｂ
︑
ｃ
︑
ｄ
を
﹃
旧
前
一
﹄︑﹃
旧
前
二
﹄︑﹃
旧
後
一
﹄︑﹃
旧
後
三
﹄
と
略
し
︑
刊

本
の
史
料
番
号
を
付
け
る
︒
ｅ
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
委
員
会
編
﹃
薩
摩
阿
多
郡
史

料

山
田
聖
栄
自
記
﹄︑
一
九
六
七
年
︒
ｆ
﹃
樺
山
玄
佐
自
記
﹄
は
﹃
旧
前
二
﹄︑

﹃
旧
後
一
﹄
に
分
割
収
載
さ
れ
て
い
る
︒
ｇ
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
﹃
大
日
本
古

記
録

上
井
覚
兼
日
記

上
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
五
四
年
︒
ｈ
同
﹃
大
日
本
古
記

録

上
井
覚
兼
日
記

中
﹄
同
︑
一
九
五
五
年
︒
ｉ
同
﹃
大
日
本
古
記
録

上
井

覚
兼
日
記

下
﹄
同
︑
一
九
五
七
年
︒

㉔

藩
に
よ
る
地
誌
編
纂
の
た
め
の
本
格
的
な
調
査
は
天
明
・
寛
政
年
間
︵
一
七
八

一
-
一
八
〇
一
︶
に
始
ま
り
︑
諸
郷
か
ら
の
報
告
書
を
基
に
文
化
三
年
︵
一
八
〇

六
︶
に
﹃
薩
藩
名
勝
志
﹄
が
作
成
さ
れ
た
︒
そ
の
後
の
再
調
査
で
﹃
薩
藩
名
勝

志
﹄
の
不
備
や
誤
謬
が
補
充
訂
正
さ
れ
た
も
の
が
︑
天
保
一
四
年
︵
一
八
四
三
︶

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）
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成
立
の
﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄
で
あ
り
︑
鹿
児
島
藩
地
誌
編
纂
の
集
大
成
と
さ
れ
る
︒

寛
政
七
年
︵
一
七
九
五
︶
成
立
の
﹃
麑
藩
名
勝
考
﹄
は
︑
島
津
重
豪
の
命
を
受
け

た
国
学
者
白
尾
国
柱
が
主
に
神
社
や
神
陵
の
由
来
・
伝
承
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
︒︵
原
口
泉
﹁
総
説

近
世
地
誌
に
お
け
る
庄
内
地
理
志
の
位
置
﹂︵
都
城
市
史

編
さ
ん
委
員
会
﹃
都
城
市
史

史
料
編

近
世
Ⅰ
﹄
都
城
市
︑
二
〇
〇
一
年
︶
九

-
二
〇
頁
︶
刊
本
は
次
の
通
り
︒
ａ
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
﹃
鹿
児
島

県
史
料

麑
藩
名
勝
考
﹄
鹿
児
島
県
︑
一
九
八
二
年
︒
ｂ
鹿
児
島
県
史
料
刊
行
委

員
会
編
﹃
鹿
児
島
県
史
料
集
第
四
十
二
集

薩
藩
名
勝
志
︵
そ
の
一
︶﹄
鹿
児
島

県
立
図
書
館
︑
二
〇
〇
三
年
︒
ｃ
原
口
虎
雄
監
修
﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄
青
潮
社
︑

一
九
八
二
年
︒

㉕

享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
成
立
の
﹃
島
津
国
史
﹄
は
︑
島
津
家
の
位
置
づ
け
を

明
確
に
す
る
た
め
︑
鹿
児
島
藩
が
主
に
﹁
新
編
島
津
氏
世
禄
正
統
系
図
﹂
を
基
に

編
纂
し
た
編
年
体
の
史
書
で
あ
る
︵
林
匡
﹁
重
豪
と
修
史
事
業
﹂︵
鈴
木
彰
・
林

匡
﹃
島
津
重
豪
と
薩
摩
の
学
問
・
文
化
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
五
年
︶
七
-
二
〇

頁
︶︒﹁
新
編
島
津
氏
世
禄
正
統
系
図
﹂
は
幕
府
へ
の
系
図
提
出
を
契
機
に
正
保
二

年
︵
一
六
四
五
︶
か
ら
中
世
以
来
の
文
献
の
調
査
を
基
に
作
成
さ
れ
た
島
津
家
の

家
譜
で
あ
り
︑﹃
旧
記
雑
録
﹄
に
多
く
の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︵
五
味
克
夫

﹁
解
題
﹂︵
前
掲
注
㉓
ａ
︶
二
-
一
〇
頁
︶︒
宝
暦
八
年
︵
一
七
五
八
︶
成
立
の

﹃
西
藩
野
史
﹄
は
民
間
に
よ
る
史
書
で
あ
り
︑
閲
覧
可
能
な
限
り
の
文
献
と
聞
き

取
り
調
査
を
基
に
著
さ
れ
た
︵
林
匡
﹁
薩
摩
藩
記
録
奉
行
得
能
氏
に
つ
い
て
﹂
鹿

児
島
史
学
五
〇
︑
二
〇
〇
五
年
︑
一
-
三
八
頁
︶︒
刊
本
は
次
の
通
り
︒
ａ
島
津

家
編
集
所
編
﹃
新
刊
島
津
国
史
﹄
一
九
〇
五
年
︒
ｂ
薩
藩
叢
書
刊
行
会
﹃
西
藩
野

史
﹄
一
九
一
〇
年
︒

㉖

寛
文
一
〇
年
︵
一
六
七
〇
︶
頃
の
﹁
鹿
児
島
城
下
町
割
図
﹂︵
鹿
児
島
県
立
図

書
館
蔵
︶
が
唯
一
の
近
世
初
期
の
図
で
あ
る
︒
幕
末
の
図
と
比
較
す
る
と
全
体
の

構
成
は
概
ね
対
応
す
る
が
︑
細
部
で
は
街
路
が
直
線
・
直
交
に
単
純
化
さ
れ
て
描

か
れ
︑
対
応
し
な
い
︒
こ
の
図
は
近
世
初
期
に
鹿
児
島
と
藩
内
の
主
な
支
城
の
城

下
町
を
統
一
的
に
描
い
た
も
の
の
中
の
一
つ
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
図
の
街
路
は
共

通
し
て
観
念
的
に
描
か
れ
︑
実
態
に
忠
実
で
は
な
い
と
さ
れ
る
︵
揚
村
固
﹁
江
戸

期
の
外
城
城
下
絵
図
﹂
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
︵
自
然
科
学
篇
︶
五
二
︑
二

〇
〇
一
年
︑
一
三
-
二
七
頁
︶︒

㉗

そ
れ
ぞ
れ
の
所
収
は
次
の
通
り
︒
ａ
鹿
児
島
市
編
﹃
薩
藩
沿
革
地
図
﹄
鹿
児
島

市
教
育
委
員
会
︑
一
九
三
五
年
︒
ｂ
鹿
児
島
県
立
図
書
館
編
﹃
旧
薩
藩
御
城
下
絵

図
﹄
鹿
児
島
県
立
図
書
館
︑
二
〇
〇
一
年
︒
ｃ
﹃
鹿
児
島
城
下
絵
図
﹄
大
江
出
版

社
︑
一
九
八
〇
年
︒
天
保
図
︑
安
政
図
の
時
期
比
定
は
ｄ
五
味
克
夫
﹁﹁
旧
薩
藩

御
城
下
絵
図
﹂
解
題
﹂︵
前
掲
ｂ
︶
五
六
-
六
〇
頁
に
よ
る
︒

㉘

天
保
図
は
︑
寺
社
や
橋
︑
山
川
等
の
表
現
が
写
実
的
で
︑
そ
れ
ら
の
立
地
は
同

時
期
の
﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄
の
記
述
と
一
致
す
る
︒
街
路
も
天
保
屛
風
図
や
現
状

と
一
致
す
る
部
分
が
多
く
︑
さ
ら
に
道
幅
も
細
か
く
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
︒
安

政
図
は
︑
画
法
や
記
載
内
容
が
天
保
図
と
近
似
し
て
い
る
が
︵
前
掲
㉗
ｄ
︶︑
町

人
地
の
寺
社
も
示
さ
れ
て
い
る
等
︑
わ
ず
か
に
違
い
も
あ
る
た
め
併
せ
て
使
用
し

た
︒

㉙

﹃
旧
土
地
台
帳
・
同
附
属
地
図
︵
明
治
二
二
年
運
用
開
始
︶﹄︵
鹿
児
島
地
方
法

務
局
保
管
︶︒
本
稿
で
は
地
籍
図
と
表
す
︒

第
二
章

旧
地
形
と
港
の
復
原

第
一
節

旧

地

形

の

復

原

鹿
児
島
は
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル①
以
上
あ
る
シ
ラ
ス
台
地
の
丘
陵
が
海
に
迫

り
︑
全
体
と
し
て
丘
陵
と
海
岸
の
間
の
平
地
が
狭
い
︵
図
�
︶︒
ま
た
一
〇

メ
ー
ト
ル
程
の
緩
や
か
な
舌
状
台
地
が
二
列
あ
る
︒
棈
木
︵
あ
べ
き
︶
川
は

丘
陵
や
舌
状
台
地
に
よ
っ
て
曲
が
り
︑
河
口
で
東
福
寺
城
の
丘
陵
と
舌
状
台
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図� 近世の景観から復原する中世の地形と港の立地

本稿では天保屛風図にある地名を便宜的に用いており，図�〜�では〈 〉を付けて明示した。

図� 近世の景観から復原する中世の地形と港の立地

本稿では天保屛風図にある地名を便宜的に用いており，図�〜�では〈 〉を付けて明示した。

図� 近世の景観から復原する中世の地形と港の立地

本稿では天保屛風図にある地名を便宜的に用いており，図�〜�では〈 〉を付けて明示した。

図� 近世の景観から復原する中世の地形と港の立地

本稿では天保屛風図にある地名を便宜的に用いており，図�〜�では〈 〉を付けて明示した。

図� 近世の景観から復原する中世の地形と港の立地

本稿では天保屛風図にある地名を便宜的に用いており，図�〜�では〈 〉を付けて明示した。

地
①
に
挟
ま
れ
て
川
沿
い
の
低
地
が
狭
ま
る
︒
よ
っ
て
棈
木
川
は
内
陸
で
滞

水
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
︑
河
口
か
ら
舌
状
台
地
②
周
辺
ま
で
ラ
グ
ー

ン
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
︒
近
世
に
は
棈
木
川
河
口
に
干
潟
が
広
が
っ
て
い

た
と
さ
れ②
︑
新
築
地
建
設
以
前
に
は
潮
時
を
見
て
祇
園
神
社
の
脇
に
大
船
を

引
き
入
れ
て
い
た
と
い
う③
︒
従
っ
て
棈
木
川
に
よ
る
堆
積
が
激
し
か
っ
た
こ

と
が
窺
え
︑
ラ
グ
ー
ン
も
堆
積
に
よ
っ
て
埋
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
近

世
図
で
舌
状
台
地
②
の
北
に
池
が
あ
り
︑
ラ
グ
ー
ン
の
名
残
だ
と
考
え
ら
れ

る
︒鶴

丸
城
建
設
以
前
の
海
岸
線
は
行
屋
通
で
あ
り
︑
行
屋
通
よ
り
海
側
の
陸

地
は
近
世
に
徐
々
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う④
︒
行
屋
通
︵
図
�
︶

は
緩
や
か
な
曲
線
で
︑
こ
の
道
を
境
に
陸
側
と
海
側
で
街
路
パ
タ
ー
ン
が
明

ら
か
に
異
な
る
た
め
︑
中
世
の
海
岸
線
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
︒

従
っ
て
本
稿
で
は
行
屋
通
を
中
世
の
海
岸
線
と
し
て
復
原
し
︑
こ
の
道
よ
り

海
側
の
地
形
は
考
慮
し
な
い
︒
な
お
行
屋
通
以
外
の
海
岸
線
の
復
原
に
は
︑

四
メ
ー
ト
ル
等
高
線
が
行
屋
通
と
概
ね
重
な
る
た
め
︑
目
安
と
し
て
用
い
た
︒

第
二
節

港

の

立

地

﹁
貴
久
記⑤
﹂
に
よ
る
と
大
永
七
年
︵
一
五
二
七
︶
に
鹿
児
島
の
﹁
戸
柱
﹂

に
船
が
着
き
︑
同
年
に
﹁
田
之
浦
﹂
か
ら
船
が
出
た
と
さ
れ
る
︒﹁
田
浦
﹂

は
天
文
四
年
︵
一
五
三
五
︶
に
も
船
着
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う⑥
︒
ま

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）
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た
﹃
樺
山
玄
佐
自
記⑦
﹄
か
ら
﹁
ぬ
め
り
川
﹂
に
天
文
七
年
︵
一
五
三
八
︶
に

船
が
入
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
従
っ
て
﹁
戸
柱
﹂︑﹁
田
之
浦
﹂︑﹁
ぬ
め

り
川
﹂
が
中
世
の
港
と
し
て
考
え
ら
れ
る
︒

戸
柱
は
中
世
か
ら
棈
木
川
河
口
︵
図
�
︶
を
指
し
た
と
さ
れ
る⑧
︒
先
述
し

た
棈
木
川
河
口
に
推
定
で
き
る
ラ
グ
ー
ン
が
船
着
場
と
し
て
機
能
し
た
の
だ

ろ
う
︒
ま
た
田
之
浦
は
︑
戸
柱
か
ら
東
福
寺
城
の
東
側
に
か
け
て
の
沿
岸
を

指
し
︑
鶴
丸
城
建
設
以
前
は
特
に
東
福
寺
城
跡
の
西
南
が
広
い
港
湾
だ
っ
た

と
い
う⑨
︒
東
福
寺
城
の
東
側
が
急
斜
面
で
海
に
落
ち
る
こ
と
か
ら
も
︑
田
之

浦
も
港
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
は
棈
木
川
河
口
付
近
で
あ
り
︑
戸
柱
と
ほ

ぼ
重
な
る
範
囲
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

﹁
ぬ
め
り
川
﹂
は
舌
状
台
地
①
の
南
西
の
滑
川
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒

滑
川
河
口
の
地
形
は
窪
ん
で
お
り
︑
中
世
に
は
入
江
だ
っ
た
と
分
か
る⑩
︒
ま

た
近
世
図
で
は
滑
川
の
南
に
太
い
堀
が
あ
り
︑
岩
崎
の
谷
か
ら
水
が
流
れ
込

ん
で
い
る
︒
こ
の
堀
は
︑
具
体
的
な
建
設
時
期
は
不
明
だ
が
︑
鶴
丸
城
の
一

部
で
あ
る
厩
の
北
面
を
画
し
て
お
り
︑
鶴
丸
城
建
設
に
伴
う
も
の
だ
と
言
え

よ
う
︒
こ
の
堀
が
既
存
の
自
然
地
形
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
と
す
る
と
︑
中

世
に
は
堀
の
位
置
に
岩
崎
か
ら
の
川
筋
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
︒
こ
の

旧
河
道
の
河
口
も
滑
川
と
同
様
に
入
江
だ
っ
た
と
す
る
と
︑
滑
川
と
併
せ
て

港
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
中
世
の
港
と
し
て
棈
木
川
河
口
の
戸
柱
と
︑
岩
崎
の
旧
河

道
も
含
め
た
滑
川
周
辺
を
推
定
で
き
る
︒
以
下
︑
こ
れ
ら
二
か
所
の
港
を

﹁
戸
柱
の
港
﹂︑﹁
滑
川
周
辺
の
港
﹂
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
︒

①

本
稿
の
標
高
は
す
べ
て
昭
和
三
八
年
測
量
の
都
市
計
画
図
に
よ
る
︒

②

﹃
薩
藩
名
勝
志
﹄︵
前
掲
一
章
㉔
ｂ
︶
一
五
頁
︒

③

﹃
薩
陽
落
穂
集
﹄︵
薩
藩
叢
書
刊
行
会
﹃
薩
藩
叢
書

第
三
編
﹄
一
九
〇
八
年
︶

六
一
頁
︒
こ
の
史
料
は
︑
伊
集
院
兼
喜
が
藩
に
関
し
て
見
聞
き
し
た
こ
と
を
記
し

明
和
八
年
︵
一
七
七
一
︶
成
立
し
た
も
の
で
︑
城
下
町
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ

る
︒
ま
た
︑
新
築
地
は
元
禄
一
四
年
︵
一
七
〇
一
︶
に
幕
府
か
ら
建
設
を
許
可
さ

れ
た
と
さ
れ
る
︵﹃
新
刊
島
津
国
史
﹄︵
前
掲
一
章
㉕
ａ
︶
九
巻
︑
一
四
-
一
五

頁
︶︒

④

﹃
倭
文
麻
環
﹄︵
山
本
盛
秀
編
﹃
倭
文
麻
環
﹄
上
之
巻
︑
青
史
社
︑
一
九
七
四

年
︶
三
七
三
-
三
七
六
頁
︒
文
化
九
年
︵
一
八
一
二
︶
成
立
︒
藩
の
命
を
受
け
た

白
尾
国
柱
が
︑
藩
主
教
育
の
書
と
し
て
領
国
内
の
風
俗
・
習
慣
・
伝
承
・
出
来
事

等
を
ま
と
め
た
も
の
︵
伊
牟
田
經
久
﹃﹃
倭
文
麻
環
﹄
の
世
界
﹄
南
方
新
社
︑
二

〇
一
〇
年
︑
二
一
五
-
二
二
〇
頁
︶︒

⑤

﹃
旧
前
二
﹄
二
〇
七
八
︑
二
〇
九
一
︒﹁
貴
久
記
﹂
は
寛
永
一
〇
年
︵
一
六
三

三
︶
ま
で
に
成
立
し
た
編
纂
史
料
で
あ
る
︵
新
名
一
仁
﹃
島
津
貴
久

戦
国
大
名

島
津
氏
の
誕
生
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一
七
年
︑
四
七
-
五
〇
頁
︶︒

⑥

﹁
島
津
日
新
譜
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
二
二
二
三
︶︒﹁
島
津
氏
家
譜
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
二

二
四
〇
︶︒

⑦

﹃
旧
前
二
﹄
二
三
一
九
︒

⑧

﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄︵
前
掲
一
章
㉔
ｃ
︑
第
一
巻
︶
一
五
四
頁
︒

⑨

﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄︵
前
掲
一
章
㉔
ｃ
︑
第
一
巻
︶
八
三
頁
︒

⑩

滑
川
河
口
の
地
形
は
堀
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
︑
中
世
に
堀
の
存
在
は
史
料
上

確
認
で
き
な
い
︒
こ
の
地
形
が
人
工
的
に
見
え
る
の
は
滑
川
右
岸
の
等
高
線
が
直

線
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
︒
天
保
図
で
は
滑
川
右
岸
に
複
数
の
大
型
屋
敷
が
あ
り
︑
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そ
の
中
の
一
つ
の
琉
球
館
は
元
禄
九
年
︵
一
六
九
六
︶
年
頃
に
置
か
れ
た
と
さ
れ

る
︵
深
瀬
公
一
郎
﹁
近
世
日
琉
関
係
に
お
け
る
鹿
児
島
琉
球
館
﹂
早
稲
田
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
︑
第
四
分
冊
四
八
︑
二
〇
〇
二
年
︑
四
五
-
五
六
頁
︶︒

つ
ま
り
こ
の
地
形
は
近
世
の
屋
敷
建
設
に
伴
う
整
備
の
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
三
章

城
館
・
寺
社
・
町
の
立
地

第
一
節

景
観
復
原
の
時
期
区
分

本
章
で
は
城
下
町
を
構
成
す
る
城
館
︑
寺
社
の
存
在
と
立
地
の
根
拠
を
表

�
に
ま
と
め
︑
時
期
を
区
切
っ
て
地
図
化
し
︑
城
下
町
と
港
の
関
係
の
変
化

を
追
う
︒
以
下
︑
城
館
︑
寺
社
の
存
在
時
期
︑
位
置
比
定
は
表
�
に
基
づ
く
︒

時
期
区
分
は
鹿
児
島
に
お
け
る
島
津
氏
の
本
拠
の
移
転
を
指
標
と
し
た①
︒
島

津
氏
は
南
朝
方
の
東
福
寺
城
を
暦
応
四
年
︵
一
三
四
一
︶
に
攻
略
し
︑
間
も

な
く
拠
点
に
し
た
︒
当
時
︑
薩
摩
・
大
隅
の
守
護
だ
っ
た
島
津
氏
は
総
州
家

と
奥
州
家
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
薩
摩
︑
大
隅
の
平
定
に
当
た
っ
て
お
り
︑

東
福
寺
城
に
入
っ
た
の
は
奥
州
家
だ
っ
た
︒
そ
の
後
奥
州
家
は
鹿
児
島
を
離

れ
て
大
隅
︑
日
向
に
進
出
し
た
が
︑
一
四
世
紀
末
に
戻
り
︑
清
水
城
を
本
拠

と
し
た
︒
そ
し
て
奥
州
家
は
薩
摩
に
も
支
配
を
広
げ
︑
薩
摩
・
大
隅
・
日
向

の
守
護
を
統
一
し
た
︒
戦
国
期
に
家
督
継
承
を
め
ぐ
る
抗
争
が
生
じ
る
と
︑

庶
家
の
相
州
家
が
家
督
を
事
実
上
簒
奪
し
て
内
城
を
築
き
︑
鶴
丸
城
に
移
る

ま
で
本
拠
と
し
た
︒
よ
っ
て
時
期
区
分
は
次
の
三
期
で
あ
る
︒
Ⅰ
東
福
寺
城

期
は
暦
応
四
年
︵
一
三
四
一
︶
か
ら
嘉
慶
元
年
︵
一
三
八
七
︶
の
清
水
城
建

設
ま
で②
︑
Ⅱ
清
水
城
期
は
天
文
一
九
年
︵
一
五
五
〇
︶
の
内
城
建
設
ま
で
︑

Ⅲ
内
城
期
は
慶
長
六
年
︵
一
六
〇
一
︶
の
鶴
丸
城
の
普
請
開
始
ま
で
で
あ
る
︒

な
お
町
に
関
し
て
は
︑
史
料
か
ら
具
体
的
な
存
在
と
位
置
を
推
定
で
き
る

の
は
内
城
期
以
降
で
あ
る
︒
内
城
期
の
町
は
城
下
町
全
体
の
中
の
立
地
傾
向

だ
け
で
な
く
︑
地
籍
図
を
用
い
て
よ
り
詳
細
な
分
析
が
で
き
る
た
め
︑
五
節

で
地
割
か
ら
町
の
形
成
と
港
の
関
係
を
考
察
す
る
︒

ま
た
街
道
に
つ
い
て
は
︑
中
世
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
︑
近
世
初
期

の
正
保
国
絵
図③
に
あ
る
街
道
︵
図
�
︶
を
前
提
と
し
て
各
時
期
の
街
道
を
推

定
す
る
︒
近
世
初
期
の
街
道
は
東
福
寺
城
西
麓
か
ら
海
岸
に
沿
い
︑
鶴
丸
城

下
町
の
中
で
出
水
筋
と
谷
山
筋
に
分
岐
し
︑
ま
た
途
中
で
北
上
す
る
大
口
筋

も
あ
っ
た④
︒
以
下
で
は
街
道
を
示
す
際
に
近
世
の
呼
称
を
参
考
に
し
︑
便
宜

的
に
出
水
・
谷
山
筋
︑
大
口
筋
と
表
す
︒

第
二
節

Ⅰ

東
福
寺
城
期
︵
一
三
四
一
年

-

一
三
八
七
年
︶

東
福
寺
城
の
丘
陵
は
海
に
突
き
出
し
︑
麓
に
棈
木
川
の
河
口
を
持
つ
︵
図

�
︶︒
こ
の
時
期
の
島
津
氏
が
大
隅
へ
の
進
出
を
窺
っ
て
い
た
こ
と
を
勘
案

す
る
と
︑
東
福
寺
城
は
島
津
氏
の
一
時
的
な
拠
点
だ
っ
た
の
だ
ろ
う⑤
︒
従
っ

て
戸
柱
の
港
が
軍
港
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
と
言
え
る
︒

寺
社
は
東
福
寺
城
西
麓
に
集
中
し
て
立
地
し
た
︒
慶
長
年
中
︵
一
五
九
六

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）
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表� 城館・寺社の存在時期・位置比定表� 城館・寺社の存在時期・位置比定表� 城館・寺社の存在時期・位置比定表� 城館・寺社の存在時期・位置比定
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-
一
六
一
五
︶
に
は
諏
方
神
社
近
辺
に
諏
方
社
六
坊
と
い
う
寺
院
群
が
あ
り
︑

こ
の
中
の
多
く
の
寺
院
は
諏
方
馬
場
に
面
し
た
と
い
う
︒
こ
の
寺
院
群
の
内
︑

安
養
院
と
長
福
院
は
東
福
寺
城
期
に
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
た
め
︑
他
の

寺
院
も
こ
の
時
期
か
ら
建
立
さ
れ
始
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
諏
方

馬
場
は
応
安
三
年
︵
一
三
七
〇
︶
に
﹁
す
わ
の
御
ま
へ
の
道
﹂
と
し
て
存
在

が
確
認
で
き
る⑥
︒
よ
っ
て
こ
の
寺
社
群
は
諏
方
馬
場
を
軸
に
し
て
戸
柱
の
港

と
結
び
付
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
鹿
児
島
で
は
中
世
か
ら
近
世
に

至
る
ま
で
街
路
の
こ
と
を
馬
場
と
呼
ん
で
い
る
︒

街
道
に
関
し
て
は
︑
諏
方
馬
場
に
加
え
て
正
平
七
年
︵
一
三
五
二
︶
に
は

後
の
鶴
丸
城
城
山
の
東
に
﹁
お
う
ち
﹂︵
大
路
︶
の
存
在
も
確
認
で
き
る⑦
︒

こ
の
よ
う
に
出
水
・
谷
山
筋
に
相
当
す
る
ル
ー
ト
が
部
分
的
に
確
認
で
き
る

た
め
︑
諏
方
馬
場
と
﹁
お
う
ち
﹂
を
結
ぶ
部
分
の
街
道
も
存
在
し
た
可
能
性

が
高
い
︒
天
保
図
に
お
い
て
こ
の
ル
ー
ト
に
該
当
し
︑
中
世
の
海
岸
線
よ
り

高
い
所
を
通
る
街
路
は
︑
正
保
国
絵
図
の
出
水
・
谷
山
筋
と
一
致
す
る
街
路

に
限
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
こ
の
街
道
は
︑
舌
状
台
地
①
の
地
形
に
応
じ
た
曲
線

で
︑
直
線
が
卓
越
す
る
他
の
街
路
︵
図
�
︶
と
は
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
た
め
︑

中
世
の
街
道
の
形
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

第
三
節

Ⅱ

清
水
城
期
︵
一
三
八
七
年

-

一
五
五
〇
年
︶

清
水
城
は
棈
木
川
の
谷
の
奥
に
立
地
し
︑
戸
柱
の
港
か
ら
や
や
離
れ
て
い

る
︵
図
�
︶︒
新
た
な
寺
社
も
同
様
の
傾
向
で
立
地
し
︑
全
体
と
し
て
島
津

氏
関
連
の
諸
施
設
が
棈
木
川
沿
い
の
山
際
で
増
加
し
て
い
る
︒

清
水
城
の
西
に
建
立
さ
れ
た
曹
洞
宗
福
昌
寺
は
島
津
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り
︑

広
大
な
境
内
を
有
し
た
︒
こ
の
境
内
の
四
至
は
応
永
三
年
︵
一
三
九
六
︶
の

﹁
島
津
元
久
定
書⑧
﹂
で
東
は
﹁
と
ゝ
ろ
き
の
田
綠
を
く
た
り
前
河
ま
て
﹂︑

南
は
﹁
池
の
上
之
後
の
小
溝
く
た
り
﹂︑
西
は
﹁
千
手
堂
之
上
山
の
め
ん
と

を
り
内
丸
の
田
綠
の
ほ
り
さ
い
は
ら
ま
て
﹂︑
北
は
﹁
寺
之
後
か
な
め
か
山

の
田
綠
く
た
り
﹂
と
定
め
ら
れ
た
︒﹃
三
国
名
勝
図
会⑨
﹄
で
は
撻
鼕
々
︵
タ

ン
タ
ド
ウ
︶
の
谷
が
轟
小
路
と
も
称
さ
れ
る
た
め
︑
東
の
﹁
と
ゝ
ろ
き
﹂
だ

と
さ
れ
る
︒
天
保
屛
風
図
に
は
福
昌
寺
と
清
水
城
の
間
の
谷
に
﹁
タ
ン
タ
ト

ウ
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
谷
の
川
が
棈
木
川
に
流
れ
込
む
た
め
︑﹁
前
河
﹂
は
棈

木
川
の
こ
と
だ
ろ
う
︒
南
の
﹁
池
の
上
﹂
は
地
籍
図
に
舌
状
台
地
②
を
示
す

小
字
と
し
て
残
る
︒
従
っ
て
﹁
小
溝
﹂
は
︑
福
昌
寺
か
ら
あ
る
い
は
清
水
城

か
ら
見
て
舌
状
台
地
②
の
後
ろ
︑
つ
ま
り
二
列
の
舌
状
台
地
の
間
の
小
河
川

だ
と
言
え
る
︒
こ
の
小
河
川
の
上
流
で
は
︑
応
永
三
年
︵
一
三
九
六
︶
に
は

浄
光
明
寺
の
北
東
麓
に
千
手
堂
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
︑
さ
ら
に
谷
の
奥
に

は
天
保
屛
風
図
に
﹁
内
之
丸
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
内
之
丸
の
奥
に
催
馬
楽
︵
さ

い
ば
ら
︶
城
と
い
う
南
北
朝
期
の
城
が
あ
っ
た⑩
︒
よ
っ
て
こ
の
谷
が
境
内
の

西
を
限
っ
て
お
り
︑
南
を
限
る
小
河
川
に
繫
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
か
ら
福
昌
寺
の
境
内
は
図
�
の
よ
う
に
復
原
で
き
る
︒
北
の
境
界
は
比

106 (836)
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定
で
き
な
か
っ
た
が
︑
福
昌
寺
の
背
後
の
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
︒
こ
の
境
内
は
棈
木
川
に
面
し
て
お
り
︑
応
永
二
年
︵
一
三
九

五
︶
の
﹁
島
津
元
久
禁
制⑪
﹂
に
福
昌
寺
に
関
し
て
﹁
門
前
河
不
可
爲
殺
生
﹂

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
︑
棈
木
川
が
境
内
に
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
︒
つ
ま

り
福
昌
寺
は
川
を
介
し
て
戸
柱
の
港
と
繫
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

福
昌
寺
は
島
津
氏
関
連
の
交
易
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
︑
そ

の
中
に
は
絹
織
物
や
﹁
唐
物
﹂
等
の
対
外
交
易
を
示
唆
す
る
品
が
含
ま
れ
る⑫
︒

中
世
の
禅
宗
勢
力
は
外
交
使
節
と
し
て
対
外
交
流
に
深
く
関
わ
り
︑
中
で
も

曹
洞
宗
は
朝
鮮
や
琉
球
と
の
交
流
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る⑬
︒
福
昌
寺
を
核

と
す
る
門
派
も
周
防
や
壱
岐
︑
対
馬
ま
で
勢
力
を
広
げ
て
お
り⑭
︑
ま
た
一
四

世
紀
末
に
は
島
津
氏
が
琉
球
や
朝
鮮
と
通
交
・
貿
易
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
た
め⑮
︑
福
昌
寺
は
島
津
氏
の
対
外
交
易
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
つ
ま
り
清
水
城
期
前
半
の
島
津
氏
は
︑
福
昌
寺
を
介
し
て
戸
柱
の
港

を
対
外
交
易
港
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
︒

一
五
世
紀
末
か
ら
は
滑
川
周
辺
に
禅
宗
寺
院
が
立
地
す
る
よ
う
に
な
る
︒

長
享
二
年
︵
一
四
八
八
︶
に
桂
樹
院
島
陰
寺
が
滑
川
に
近
い
高
台
に
移
っ
た

と
さ
れ
︑
永
正
五
年
︵
一
五
〇
八
︶
に
興
国
寺
も
清
水
館
の
隣
か
ら
滑
川
に

近
い
山
際
に
移
動
し
た
と
い
う
︒
当
時
は
細
川
氏
や
大
内
氏
が
香
料
等
の
南

海
産
物
を
求
め
て
対
琉
球
関
係
を
重
視
し
て
い
た⑯
︒
細
川
氏
の
琉
球
通
交
の

一
端
を
担
っ
て
い
た
島
津
氏
も
︑
琉
球
交
易
へ
の
指
向
性
を
高
め
︑
実
践
的

外
交
知
識
と
し
て
臨
済
僧
の
桂
庵
玄
樹
を
登
用
し
て
い
た⑰
︒
桂
樹
院
島
陰
寺

は
島
津
氏
が
桂
庵
玄
樹
の
た
め
に
建
立
し
た
と
さ
れ
る
︒
福
昌
寺
末
の
興
国

寺
は
大
内
氏
派
遣
の
遣
明
船
に
関
わ
っ
た
形
跡
が
あ
る⑱
︒
後
の
内
城
期
に
は

興
国
寺
の
僧
が
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
交
流
し⑲
︑
ま
た
当
寺
を
琉
球
の
使
節

が
宿
所
に
し
た⑳
︒
こ
の
よ
う
に
島
津
氏
の
対
外
関
係
へ
の
関
与
が
窺
わ
れ
る

禅
宗
寺
院
の
移
転
は
︑
島
津
氏
が
滑
川
周
辺
の
港
を
対
外
交
易
港
と
し
て
使

用
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か㉑

︒

新
た
な
港
の
立
地
を
島
津
氏
が
求
め
た
要
因
と
し
て
自
然
地
形
の
影
響
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
二
章
で
述
べ
た
通
り
︑
近
世
初
期
に
は
棈
木
川
に

よ
る
堆
積
で
戸
柱
の
港
の
使
用
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
様
子
が
窺
え
る
︒

こ
の
堆
積
が
清
水
城
期
か
ら
生
じ
て
い
た
と
す
る
と
︑
船
を
福
昌
寺
ま
で
引

き
入
れ
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

第
四
節

Ⅲ

内
城
期
︵
一
五
五
〇
年

-

一
六
〇
一
年
︶

清
水
城
跡
や
福
昌
寺
の
周
辺
の
寺
社
の
立
地
は
︑
大
乗
院
の
建
立
の
他
に

大
き
な
変
化
は
な
い
︵
図
�
︶︒
一
方
で
滑
川
周
辺
の
港
に
近
い
山
際
に
寺

院
が
増
加
し
た
︒
戸
柱
の
港
付
近
で
は
諏
方
社
六
坊
の
西
寿
院
が
建
立
さ
れ

た
と
さ
れ
︑
神
社
も
立
地
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
戸
柱
の
港
と
滑
川
周
辺
の
港

に
近
接
し
て
寺
社
が
立
地
す
る
傾
向
は
清
水
城
期
と
同
様
で
あ
り
︑
二
つ
の

港
が
ま
だ
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
棈
木
川
に
よ
る
堆
積
の
影
響
は

108 (838)



図
�
内
城
期
（
1550-1601年

）
の
景
観

図
�
内
城
期
（
1550-1601年

）
の
景
観

図
�
内
城
期
（
1550-1601年

）
の
景
観

図
�
内
城
期
（
1550-1601年

）
の
景
観

図
�
内
城
期
（
1550-1601年

）
の
景
観

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）

109 (839)



あ
っ
た
も
の
の
︑
戸
柱
の
港
は
完
全
に
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
︒
な
お
西
寿
院
を
建
立
す
る
日
秀
上
人
が
︑
行
屋
観
音
堂

も
建
立
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
︒

他
方
で
島
津
氏
の
拠
点
は
立
地
傾
向
を
大
き
く
変
え
る
︒
内
城
は
舌
状
台

地
①
に
位
置
し
︑
清
水
城
に
比
べ
て
海
岸
に
大
幅
に
接
近
し
た
と
言
え
る
︒

清
水
城
期
以
前
は
舌
状
台
地
①
に
寺
社
の
存
在
は
推
定
さ
れ
ず
︑
利
用
さ
れ

て
い
な
い
空
白
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
内
城
の
敷
地
は
発
掘
調
査
が
不

足
し
て
い
る
た
め
明
ら
か
で
は
な
い
︒
し
か
し
慶
長
一
六
年
︵
一
六
一
一
︶

に
城
跡
に
建
立
さ
れ
る
大
龍
寺
の
敷
地
が
築
地
塀
に
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
だ

っ
た
こ
と
や
︑
内
城
が
﹁
築
地
一
重
之
屋
敷㉒

﹂
だ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

近
世
の
大
龍
寺
を
含
む
方
形
区
画
が
内
城
の
敷
地
を
踏
襲
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る㉓

︒

内
城
の
方
形
区
画
は
︑
近
世
図
で
は
大
龍
寺
馬
場
と
そ
の
北
の
平
行
な
道

等
の
直
線
道
に
囲
ま
れ
て
い
る
︒
ま
た
武
士
小
路
︑
小
坂
通
︑
竪
馬
場
も
内

城
の
方
向
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
直
線
道
で
あ
り
︑
舌
状
台
地
①
の
上
か
ら
南
斜

面
に
か
け
て
方
形
区
画
を
形
成
し
て
い
る
︒
他
の
守
護
所
由
来
の
戦
国
城
下

町
で
も
城
館
の
周
囲
に
直
線
道
と
方
形
区
画
が
敷
か
れ
た
例
は
多
い
た
め㉔

︑

こ
れ
ら
の
直
線
道
と
方
形
区
画
も
内
城
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

近
世
初
期
の
大
口
筋
も
舌
状
台
地
①
上
は
直
線
で
あ
り
︑
内
城
の
方
形
区

画
の
東
面
に
接
し
て
い
る
︒
し
か
し
福
昌
寺
が
棈
木
川
ま
で
境
内
に
含
ん
で

い
た
た
め
︑
内
城
建
設
以
前
の
大
口
筋
は
近
世
初
期
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
福
昌
寺
門
前
の
行
長
馬
場
︵
図
�
︶
は
清
水
城
期
に

は
存
在
が
確
認
で
き㉕

︑
近
世
図
で
は
清
水
馬
場
を
介
し
て
諏
方
馬
場
と
繫
が

る
︒
よ
っ
て
清
水
馬
場
の
原
形
と
な
る
道
も
清
水
城
期
に
は
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
︒
つ
ま
り
清
水
城
期
の
大
口
筋
と
し
て
︑
諏
方
馬
場
で
出
水
・

谷
山
筋
と
分
岐
し
︑
清
水
馬
場
︑
坊
中
馬
場
︑
清
水
館
の
西
面
を
通
る
ル
ー

ト
を
想
定
で
き
る
︒
福
昌
寺
は
清
水
城
期
末
の
戦
乱
で
﹁
門
前
池
之
上
﹂
も

含
め
て
破
壊
さ
れ㉖

︑
天
文
九
年
︵
一
五
四
〇
︶
に
相
州
家
島
津
氏
に
よ
っ
て

再
興
さ
れ
た㉗

︒
よ
っ
て
内
城
建
設
前
に
福
昌
寺
の
境
内
に
多
少
の
変
化
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
そ
し
て
内
城
建
設
に
伴
い
︑
大
口
筋
は
内
城
の
方

形
区
画
に
合
わ
せ
て
図
�
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
︒

第
五
節

町

場

の

形

成

町
は
中
世
史
料
か
ら
内
城
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒﹃
上
井

覚
兼
日
記
﹄
に
﹁
下
町
﹂
の
火
事
の
記
録
が
あ
り
︑
ま
た
﹁
祇
園
は
や
し
例

年
の
こ
と
く
也
﹂
と
い
う
記
述
か
ら
は
祭
礼
を
行
う
町
共
同
体
の
存
在
が
示

唆
さ
れ
る㉘

︒
な
お
こ
の
祇
園
神
社
が
戸
柱
の
港
に
近
接
す
る
こ
と
に
留
意
し

て
お
き
た
い
︒
詳
し
い
町
の
沿
革
は
﹃
倭
文
麻
環㉙

﹄
に
伝
わ
る
︒
こ
れ
に
よ

る
と
恵
美
須
町
が
最
も
古
く
清
水
城
期
か
ら
存
在
し
︑
内
城
期
に
廓
町
と
柳

町
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
︒
従
っ
て
以
下
で
は
図
�
に
お
い
て
恵
美
須
町
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図� 地割・微地形から見た内城期城下町の形成図� 地割・微地形から見た内城期城下町の形成図� 地割・微地形から見た内城期城下町の形成図� 地割・微地形から見た内城期城下町の形成図� 地割・微地形から見た内城期城下町の形成

︵
Ａ
︶︑
廓
町
︵
Ｂ
︶︑
柳
町
︵
Ｃ
︶
に
絞
っ
て
分
析
す
る㉚

︒

近
世
の
街
路
は
行
屋
通
を
境
に
明
ら
か
に
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
た
め
︑

中
世
か
ら
陸
地
だ
っ
た
部
分
の
地
割
は
近
世
に
も
概
ね
踏
襲
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
︒
よ
っ
て
天
保
図
と
街
路
形
態
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
地
籍
図

も
︑
中
世
の
地
割
の
傾
向
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
︒
従
っ
て
中

世
鹿
児
島
の
景
観
復
原
に
も
地
籍
図
の
使
用
は
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る

た
め
︑
以
下
で
は
地
籍
図
か
ら
内
城
期
の
城
下
町
の
地
割
を
復
原
す
る
︒

恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
の
範
囲
は
出
水
・
谷
山
筋
に
面
さ
ず
︑
ま
た
竪
馬

場
に
面
す
る
わ
ず
か
な
部
分
を
除
く
と
︑
直
線
道
に
も
面
さ
な
い
︒
行

屋
通
を
海
岸
線
と
す
る
と
︑
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
の
大
部
分
が
海
岸
線
に

面
し
て
い
た
と
言
え
る
︒
町
の
内
部
の
地
割
は
︑
廓
町
︵
Ｂ
︶
と
柳
町

︵
Ｃ
︶
で
は
短
冊
状
地
割
が
並
ぶ
一
方
で
︑
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
は
短
冊

状
と
言
え
な
い
不
整
形
な
も
の
が
目
立
つ
︒
こ
の
よ
う
な
形
態
か
ら
︑

恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
は
内
城
建
設
以
前
か
ら
海
浜
集
落
と
し
て
存
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

内
城
期
に
形
成
さ
れ
た
柳
町
︵
Ｃ
︶
は
方
形
区
画
の
縁
辺
に
立
地
し
︑

出
水
・
谷
山
筋
を
軸
と
し
て
い
る
︒
柳
町
︵
Ｃ
︶
は
︑
出
水
・
谷
山
筋

と
海
岸
線
が
最
も
接
近
す
る
所
に
あ
り
︑
ま
た
蛭
児
社
の
下
の
堤
に
形

成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も㉛

︑
海
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
︒

廓
町
︵
Ｂ
︶
は
方
形
区
画
と
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
の
間
に
位
置
す
る
︒

中世鹿児島の港と戦国城下町の形成（三好）
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廓
町
︵
Ｂ
︶
の
短
冊
状
地
割
は
︑
出
水
・
谷
山
筋
と
そ
れ
に
平
行
な
道
に
間

口
を
向
け
る
ａ
群
と
竪
馬
場
に
間
口
を
向
け
る
ｂ
群
に
分
類
で
き
る
︒
ａ
群

は
出
水
・
谷
山
筋
を
軸
と
す
る
た
め
︑
街
道
集
落
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
推

定
で
き
る
︒
一
方
で
ｂ
群
は
滑
川
河
口
の
入
江
に
接
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
︑
海
浜
集
落
的
な
町
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
微
地
形
に
着
目
す

る
と
︑
舌
状
台
地
①
は
竪
馬
場
の
辺
り
で
く
び
れ
て
小
規
模
な
谷
が
で
き
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
し
か
し
中
世
の
海
岸
線
は
︑
こ
の
く
び
れ
に
反
し
て

不
自
然
に
張
り
出
し
︑
ｂ
群
が
立
地
す
る
平
地
を
形
成
し
て
い
る
︒
竪
馬
場

は
こ
の
く
び
れ
を
通
り
︑
ｂ
群
の
平
地
を
貫
い
て
い
る
︒
海
岸
線
も
本
来
は

く
び
れ
に
合
わ
せ
て
陸
側
に
寄
っ
て
い
た
と
推
定
す
る
と
︑
内
城
期
に
竪
馬

場
の
延
伸
に
伴
っ
て
海
浜
が
埋
め
立
て
ら
れ
︑
そ
の
上
に
ｂ
群
が
形
成
さ
れ

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
の
竪
馬
場
に
接
す

る
部
分
も
︑
こ
の
埋
め
立
て
に
伴
う
も
の
だ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
な
ｂ
群
の
形

成
は
︑
内
城
建
設
時
に
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
だ
け
で
は
市
町
が
狭
い
と
し
て
廓

町
︵
Ｂ
︶
が
﹁
立
て
添
へ
﹂
ら
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と㉜

と
も
合
致
す
る
よ
う
に

思
え
る
︒
さ
ら
に
廓
町
︵
Ｂ
︶
は
︑
町
名
の
由
来
が
内
城
の
﹁
廓
裡
︵
ク
ル

ハ
ウ
チ
︶
に
係
る
﹂
こ
と
だ
と
さ
れ
る
こ
と㉝

か
ら
も
︑
島
津
氏
の
城
下
町
建

設
に
伴
う
町
だ
と
分
か
る
︒
つ
ま
り
廓
町
︵
Ｂ
︶
は
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
や
滑

川
河
口
と
方
形
区
画
を
結
び
付
け
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

と
言
え
る
︒

町
場
が
祇
園
神
社
の
信
仰
圏
だ
っ
た
上
に
︑
諏
方
社
六
坊
に
関
わ
る
行
屋

観
音
堂
が
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
既
存
の
海
浜
集

落
で
あ
る
恵
美
須
町
︵
Ａ
︶
は
戸
柱
の
港
に
付
属
し
た
港
町
だ
っ
た
と
推
定

で
き
る
︒
島
津
氏
は
城
下
町
を
形
成
し
︑
方
形
区
画
の
縁
辺
に
こ
の
よ
う
な

海
浜
集
落
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
︑
港
を
城
下
に
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

①

新
名
一
仁
﹃
室
町
期
島
津
氏
領
国
の
政
治
構
造
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一
五
年
︑

二
八
-
三
三
頁
を
参
考
に
し
た
︒

②

島
津
氏
が
東
福
寺
城
を
出
て
か
ら
清
水
城
に
入
る
ま
で
は
︑
寺
社
・
城
館
の
立

地
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
た
め
︑
本
稿
で
は
東
福
寺
城
期
に
含
め
た
︒
島
津
氏
が

清
水
城
に
移
っ
た
年
は
諸
説
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
嘉
慶
元
年
と
し
た
︒

③

近
世
絵
図
地
図
資
料
研
究
会
編
﹃
近
世
絵
図
地
図
資
料
集
成

第
二
期
・
第
一

六
巻
正
保
国
絵
図
集
成
・
西
日
本
篇
﹄
科
学
書
院
︑
二
〇
一
二
年
︑
所
収
︒

④

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
編
﹃
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
一
集

出
水
筋
﹄
一
九

九
三
年
︒
同
﹃
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
二
集

大
口
筋
・
加
久
藤
筋
・
日
向

筋
﹄
一
九
九
四
年
︒
同
﹃
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
四
集

南
薩
地
域
の
道
筋
﹄

一
九
九
六
年
︒

⑤

前
掲
①
四
四
-
四
九
頁
︒

⑥

﹁
島
津
氏
久
定
書
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
二
〇
〇
︶︒

⑦

﹁
ひ
の
か
わ
後
家
譲
状
﹂︵﹃
旧
前
一
﹄
二
三
九
五
︶︒

⑧

﹃
旧
前
二
﹄
五
七
四
︒

⑨

前
掲
一
章
㉔
ｃ
︑
第
一
巻
︑
四
三
九
-
四
四
〇
頁
︒

⑩

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
﹃
鹿
児
島
市
文
化
財
調
査
報
告
︵
�
︶
鹿
児
島
市
中
世

城
館
跡
﹄
一
九
八
九
年
︑
四
六
-
四
七
頁
︒
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⑪

﹃
旧
前
二
﹄
五
三
七
︒

⑫

﹁
島
津
元
久
置
文
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
五
七
九
︶︒﹁
島
津
元
久
書
状
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄

六
九
二
︶︒﹁
な
へ
く
ら
久
頼
・
長
の
玄
林
連
署
請
文
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
六
九
四
︶︒

﹁
宗
祇
書
状
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
一
七
五
四
︶︒

⑬

上
田
純
一
﹁
曹
洞
宗
禅
僧
の
対
外
交
流
﹂
中
世
史
研
究
二
二
︑
一
九
九
七
年
︑

六
一
頁
︒

⑭

鈴
木
泰
山
﹃
禅
宗
の
地
方
発
展
﹄
畝
傍
書
房
︑
一
九
四
二
年
︑
二
五
八
-
二
七

九
頁
︒

⑮

関
周
一
﹁
唐
物
の
流
通
と
消
費
﹂
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
九
二
︑
二

〇
〇
二
年
︑
九
七
-
一
〇
二
頁
︒

⑯

伊
藤
幸
司
﹁
大
内
氏
の
琉
球
通
交
﹂
中
世
史
研
究
二
八
︑
二
〇
〇
三
年
︑
一
八

七
-
二
一
〇
頁
︒
同
﹁
十
五
・
十
六
世
紀
の
日
本
と
琉
球

研
究
史
整
理
の
視

点
か
ら

﹂
九
州
史
学
一
四
四
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
-
二
四
頁
︒

⑰

伊
藤
幸
司
﹃
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
二
年
︑
一
九

九
-
二
〇
〇
頁
︒

⑱

﹁
陶
弘
詮
書
状
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
一
九
一
四
︶︒

⑲

﹁
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
﹂︵
前
掲
一
章
⑩
︶
二
四
七
頁
︒

⑳

﹃
上
井
覚
兼
日
記
﹄
天
正
三
年
︵
一
五
七
五
︶
三
月
二
九
日
︵
前
掲
一
章
㉓
ｇ
︑

一
〇
五
頁
︶︒

㉑

桂
樹
院
島
陰
寺
は
︑
創
建
時
に
立
地
し
た
海
岸
を
田
之
浦
と
す
る
説
︵
西
村
天

囚
﹃
日
本
宋
学
史
﹄
梁
江
堂
書
店
︑
一
九
〇
九
年
︑
一
八
三
-
一
八
七
頁
︶
も
あ

り
︑
移
転
前
か
ら
港
を
指
向
す
る
立
地
傾
向
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

㉒

﹃
島
津
家
伝
記
大
概
﹄︵
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
︶︒

㉓

五
味
克
夫
﹁
内
城
︵
大
龍
寺
︶
跡
に
つ
い
て
﹂︵
鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
﹃
大

龍
遺
跡
﹄︵
鹿
児
島
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
�
︶
一
九
七
九
年
︶︑
五
八

-
六
七
頁
︒
東
和
幸
﹁
鹿
児
島
︵
鶴
丸
︶
城
前
後
の
城
と
町
づ
く
り
﹂
縄
文
の
森

か
ら
六
︑
二
〇
一
三
年
︑
二
五
-
三
〇
頁
︒

㉔

前
掲
一
章
②
ｂ
︒

㉕

福
昌
寺
の
天
祐
宗
津
︵
一
四
六
二
-
一
五
三
二
︶
が
︑
永
正
五
年
︵
一
五
〇

八
︶
に
奈
良
原
助
八
と
い
う
者
が
﹁
福
昌
寺
門
前
行
長
馬
場
﹂
で
自
殺
し
︑
そ
の

地
に
六
地
蔵
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
︵﹁
興
国
寺
二
世
宗
津
叟
疏
﹂

︵﹃
旧
前
二
﹄
一
八
一
四
︶︶︒
六
地
蔵
塔
の
石
柱
の
一
部
は
福
昌
寺
跡
の
前
の
道

に
現
存
す
る
︒
ま
た
天
保
図
の
行
長
馬
場
は
︑
他
の
直
線
道
と
は
異
な
り
︑
舌
状

台
地
②
の
地
形
に
応
じ
た
曲
線
で
あ
る
た
め
︑
中
世
の
形
を
残
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
︒

㉖

﹁
樺
山
玄
佐
自
記
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
二
二
九
二
︶︒

㉗

﹁
島
津
貴
久
袖
判
恕
岳
申
状
﹂︵﹃
旧
前
二
﹄
二
三
九
三
︑
二
三
九
四
︶︒

㉘

天
正
三
年
︵
一
五
七
五
︶
一
二
月
二
一
日
︵
前
掲
一
章
㉓
ｇ
︑
一
四
〇
頁
︶︑

天
正
一
二
年
︵
一
五
八
四
︶
六
月
一
五
日
︵
前
掲
一
章
㉓
ｈ
︑
六
七
頁
︶︒﹁
下

町
﹂
は
恵
美
須
町
︑
廓
町
辺
り
に
比
定
さ
れ
て
い
る
︵
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
委
員

会
﹃
鹿
児
島
市
Ⅰ
﹄
鹿
児
島
市
︑
一
九
六
九
年
︑
二
六
六
-
二
六
八
頁
︶︒

㉙

前
掲
二
章
④
︒

㉚

図
�
で
は
内
城
期
の
三
町
と
は
別
の
町
も
あ
る
が
︑
和
泉
屋
町
︵
Ｅ
︶
と
浜
町

︵
Ｆ
︶
は
中
世
の
海
岸
線
よ
り
海
側
に
あ
り
︑
地
蔵
町
︵
Ｄ
︶
は
町
内
の
千
地
蔵

堂
が
元
和
年
中
︵
一
六
一
五
-
二
四
︶
建
立
と
さ
れ
る
た
め
︵﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄

前
掲
一
章
㉔
ｃ
第
一
巻
︑
四
二
四
頁
︶︑
近
世
の
成
立
だ
と
推
定
で
き
る
︒

㉛

前
掲
二
章
④
︒

㉜

前
掲
二
章
④
︒

㉝

前
掲
二
章
④
︒

第
四
章

中
世
鹿
児
島
に
お
け
る
港
と
城
下
町

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
鹿
児
島
の
港
と
城
下
町
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
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次
の
よ
う
に
な
る
︒
戸
柱
の
港
に
は
東
福
寺
城
期
か
ら
寺
社
勢
力
が
存
在
し

て
い
た
︒
清
水
城
期
も
こ
の
既
存
勢
力
が
戸
柱
の
港
周
辺
を
占
め
︑
内
城
期

に
も
残
存
し
た
︒
一
方
で
島
津
氏
は
清
水
城
期
か
ら
本
格
的
に
鹿
児
島
を
本

拠
と
し
︑
棈
木
川
沿
い
に
城
や
寺
社
を
配
置
し
た
が
︑
港
に
接
近
で
き
て
は

い
な
か
っ
た
︒
し
か
し
内
城
期
に
は
島
津
氏
は
海
に
近
づ
い
て
城
下
町
を
形

成
す
る
こ
と
で
港
を
城
下
に
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
︒

北
陸
の
事
例
と
比
較
す
る
と
︑
鹿
児
島
の
戦
国
城
下
町
が
既
存
の
海
浜
集

落
を
基
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
︑
北
陸
の
城
下
町
が
中
世
港
町
を
基
に
し
て

い
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
︒
や
は
り
城
下
町
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
︑

地
域
社
会
の
中
に
存
在
し
た
集
落
を
取
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

と
は
言
え
鹿
児
島
の
場
合
︑
既
存
の
海
浜
集
落
は
北
陸
の
中
世
港
町
に
比
べ

て
規
模
が
小
さ
く
︑
む
し
ろ
島
津
氏
の
城
下
町
形
成
に
よ
っ
て
町
と
し
て
拡

大
し
た
と
言
え
よ
う
︒

他
方
で
島
津
氏
は
︑
禅
宗
寺
院
を
介
し
て
対
外
交
易
港
を
使
用
し
て
い
た
︒

対
外
交
易
を
担
う
福
昌
寺
は
清
水
城
期
に
戸
柱
の
港
と
直
結
し
て
い
た
も
の

の
︑
や
は
り
完
全
に
取
り
込
む
ほ
ど
に
港
に
接
近
で
き
て
は
い
な
か
っ
た
︒

一
五
世
紀
末
︑
自
然
地
形
の
影
響
で
戸
柱
の
港
の
使
用
が
困
難
に
な
る
と
︑

島
津
氏
は
滑
川
周
辺
の
港
を
新
た
に
対
外
交
易
港
と
し
て
整
備
し
た
︒
た
だ

し
こ
の
港
の
新
設
は
城
下
町
形
成
と
連
動
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒

本
稿
の
復
原
範
囲
か
ら
は
外
れ
る
が
︑
内
城
期
に
も
新
た
な
港
の
存
在
を

推
定
で
き
る
︒
内
城
期
の
禅
宗
寺
院
の
立
地
に
着
目
す
る
と
︑
弘
治
二
年

︵
一
五
五
六
︶
に
島
津
氏
が
菩
提
寺
と
し
て
福
昌
寺
末
の
南
林
寺
を
建
立
し

た
と
さ
れ
る①
︵
図
�
︶︒
南
林
寺
の
位
置
は
︑
鶴
丸
城
建
設
以
前
は
海
の
中

に
あ
る
小
高
い
地
形
で②
︑﹁
海
つ
ら
﹂
の
真
砂
に
松
が
立
つ
地
だ
っ
た
と
い

う③
︒
従
っ
て
南
林
寺
は
甲
突
川
河
口
の
海
に
接
す
る
砂
州④
に
立
地
し
た
と
推

定
で
き
︑
近
隣
に
船
着
場
を
有
し
た
可
能
性
が
高
い
︒
さ
ら
に
南
林
寺
の

﹁
長
老
﹂
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
交
流
し
︑
当
寺
に
寝
泊
ま
り
さ
せ
て
い

た⑤
︒
ま
た
南
林
寺
の
近
隣
に
は
︑
帰
化
明
人
が
住
ん
で
い
た
伝
承⑥
や
朝
鮮
出

兵
か
ら
連
れ
帰
っ
た
朝
鮮
人
が
居
住
し
た
伝
承⑦
が
残
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
内
城
期
に
は
南
林
寺
の
周
辺
が
新
た
な
対
外
交
易
港
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
︒
甲
突
川
は
棈
木
川
や
滑
川
よ
り
明
ら
か
に
大
き
い
河

川
で
あ
り
︑
よ
り
船
を
着
け
や
す
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

こ
の
よ
う
に
島
津
氏
は
対
外
交
易
に
適
し
た
地
形
条
件
を
求
め
て
新
た
な

港
を
配
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
内
城
期
に
福
昌
寺
や
興
国
寺

が
残
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
主
要
な
対
外
交
易
港
は
他
に
移
っ
た
と
は
言

え
︑
既
存
の
港
も
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
つ
ま
り
島
津

氏
は
︑
禅
宗
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
複
数
の
港
を
間
接
的
に
統
括

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
内
城
期
に
そ
の
中
の
一
部
の
港
を
城
下

に
取
り
込
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
内
城
期
の
恵
美
須
町
は
元
は
魚
市

を
成
し
︑
後
に
は
武
具
も
売
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
︑﹁
諸
所
の
浦
々
よ

114 (844)



り
店
卸
の
賣
物
を
運
漕
﹂
し
た
と
い
う⑧
︒
ま
た
柳
町
も
魚
屋
が
並
び
︑﹁
小

魚
屋
﹂︵
コ
ナ
ヤ
︶
と
い
う
所
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る⑨
︒
こ
う
し
た
内
城
期
の

町
が
城
下
の
武
家
の
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
記
述
か
ら
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
港
は
禅
宗
寺
院
を
介
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
緩
や
か
に
機
能
が
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
︒

本
稿
で
は
鹿
児
島
に
お
け
る
港
と
戦
国
城
下
町
の
景
観
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
た
が
︑
禅
宗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
港
の
使
用
や
︑
島
津
氏
に
よ
る
町

の
形
成
・
支
配
︑
島
津
氏
と
禅
宗
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
の
具
体
的
な
実
態

ま
で
十
分
に
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
対
外
関
係
史
に
お
け
る
禅

宗
や
武
家
権
力
に
関
す
る
研
究
の
今
後
の
進
展
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
︒

ま
た
︑
本
稿
の
よ
う
な
景
観
復
原
に
よ
る
事
例
を
蓄
積
し
︑
比
較
す
る
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
港
と
城
下
町
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

①

建
立
時
期
は
﹃
三
国
名
勝
図
会
﹄︵
前
掲
一
章
㉔
ｃ
︑
第
一
巻
︶
三
四
七
-
三

四
九
頁
︑
位
置
は
近
世
図
に
よ
る
︒

②

﹃
薩
藩
天
保
度
以
後
財
政
改
革
顚
末
書
﹄︵
本
庄
栄
治
郎
編
纂
代
表
﹃
近
世
社

会
経
済
叢
書

第
四
巻
﹄
改
造
社
︑
一
九
二
六
年
︶
一
〇
〇
-
一
〇
一
頁
︒
文
政

末
か
ら
嘉
永
年
間
の
財
政
改
革
に
関
し
て
︑
改
革
に
関
わ
っ
た
海
老
原
雍
齋
が
明

治
一
七
年
︵
一
八
八
四
︶
に
著
し
た
も
の
で
あ
り
︑
治
水
に
関
わ
る
記
述
に
︑
著

者
が
聞
い
た
中
世
の
甲
突
川
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

③

﹁
箕
輪
伊
賀
覚
書
﹂︵﹃
旧
後
一
﹄
五
九
四
︶︒

④

鶴
丸
城
建
設
以
前
の
甲
突
川
の
河
口
は
近
世
城
下
町
に
お
け
る
俊
寛
堀
の
位
置

だ
っ
た
が
︑
中
世
に
も
近
世
の
流
路
に
水
が
流
れ
て
お
り
︑
近
世
の
流
路
と
俊
寛

堀
の
間
に
は
﹁
葭
洲
原
﹂
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
︵
前
掲
②
︶︒
従
っ
て
中
世
の
甲

突
川
は
俊
寛
堀
と
近
世
の
流
路
の
間
を
分
岐
し
な
が
ら
乱
流
し
︑
中
州
や
砂
州
を

形
成
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
︒

⑤

﹁
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
﹂︵
前
掲
一
章
⑩
︶
二
四
四
頁
︒

⑥

増
田
勝
機
﹃
薩
摩
に
い
た
明
国
人
﹄
高
城
書
房
︑
一
九
九
九
年
︑
六
一
頁
︒

⑦

﹁
由
来
記
﹂︵
ａ
宮
本
常
一
・
原
口
虎
雄
・
谷
川
健
一
編
﹃
日
本
庶
民
生
活
史

料
集
成

第
十
巻

農
産
漁
民
生
活
﹄
三
一
書
房
︑
一
九
七
九
年
︶
六
七
六
-
六

七
七
頁
︒﹁
由
来
記
﹂
は
戦
国
期
か
ら
の
高
麗
人
渡
来
︑
薩
摩
焼
の
沿
革
等
を
文

政
六
年
︵
一
八
二
三
︶
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
高
麗
人
が
居
住
し
た
苗
代
川

村
と
藩
役
人
の
両
方
が
作
成
に
関
わ
っ
て
お
り
︑
客
観
性
が
高
い
と
さ
れ
る
︵
原

口
虎
雄
﹁
由
来
記

所
役
日
記

解
題
﹂︵
前
掲
ａ
︶
六
七
三
-
六
七
四
頁
︶︒

⑧

前
掲
二
章
④
︒

⑨

前
掲
二
章
④
︒
天
保
屛
風
図
で
は
柳
町
の
範
囲
に
﹁
上
ナ
ヤ
﹂
と
記
載
が
あ
る
︒

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
二
〇
一
六
年
度
に
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
に
提
出
し
た
卒
業
論

文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
︒
作
成
に
は
指
導
教
員
の
山
村
亜
希
先
生

に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
︒
ま
た
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
地

域
空
間
論
分
野
の
小
方
登
先
生
︑
小
島
泰
雄
先
生
に
も
ご
意
見
賜
り
ま
し
た
︒

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
ま
た
本
稿
の
骨
子
は
二
〇
一
七
年
度
人
文
地

理
学
会
大
会
︵
於
明
治
大
学
︶
に
お
い
て
発
表
し
た
︒

︵
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
︶
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The Location of Medieval Ports in Kagoshima Castle Town

by

MIYOSHI Yukitaka

Studies of medieval castle towns have been conducted in various

disciplines. These viewed castle towns as being constituted of many

elements such as castles, shrines, and temples, and noted that the spatial

structure of castle towns differed depending on the region in which they

were located. Historical geographers have pointed out that the diversity was

influenced by the existing spatial structures, for example landforms,

highways and the distribution of elements of the infrastructure. Along those

lines, scholars have now begun to pay attention to existing ports. There have

been several interdisciplinary studies of the relationship between ports and

castle towns in the Hokuriku region, which faces the Sea of Japan. However,

the results of these studies cannot be generalized because they are peculiar

to the Hokuriku region.

This paper therefore aims to show the process of the transformation of the

relationship between ports and castle towns in Kagoshima, which faces the

East China Sea. The Shimazu served as powerful provincial constables in

Kagoshima throughout medieval times, and documents show that medieval

ports existed in Kagoshima during the period. Moreover, Kagoshima can

provide evidence of a new type of the relationship between foreign-trade

ports and castle towns because the Shimazu were involved in the trade with

the Ming Dynasty, Ryūkyū and Europe. This paper first estimates the

coastline in medieval times and the location of ports. Next, the paper

analyzes the distribution of institutions and facilities such as temples,

shrines, highways and roads in three periods: the Tōfukuji-castle period

(1341-1387), the Shimizu-castle period (1387-1550), and the Uchi-castle period

(1550-1601). The section devoted to the Uchi- castle period shows in

particular the developmental process of certain residential areas by focusing

on the direction and pattern of roads and allotments.

The findings of this paper are summarized as follows. It turns out that

there were two medieval ports: Tobashira port and another port at the

mouth of the Nameri river. The former continued to develop throughout
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medieval times because many temples and shrines were located near the

port in every period. In the Tōfukuji-castle period, the Shimazu were based

in the castle by the port, but they seem to have used it only temporarily as a

military port. The Shimazu distributed their facilities far from the port

during the Shimizu-castle period. However, in the Uchi-castle period, the

castle of the Shimazu was moved nearer the coast, and they built residential

areas between the castle and the existing port town. It can be said that the

Shimazu managed to incorporate the port within their castle town. In the

case of the Hokuriku region, warriors built their castles near existing port

towns, as was the case in Kagoshima, but medieval port towns in the

Hokuriku region were much larger than those in Kagoshima.

The foreign-trade port of the Shimazu was situated without regard to the

transformation process of the castle town. In the Shimizu-castle period, the

Zen temple Fukushōji, which was involved in the foreign trading of the

Shimazu, was linked to Tobashira port through the Abeki river, although it

was also quite distant from the port. This fact indicates that the Shimazu

used Tobashira port through Fukushōji. However, by the end of the 15th

century, other Zen temples such as Kejuin-Tōinji and Kōkokuji were located

near the port at the mouth of Nameri river. Therefore, the Shimazu seem to

have established a new foreign-trade port there. The reason for this

relocation is that sedimentation made it difficult to use Tobashira port. In

the Uchi-castle period, the Shimazu built Nanrinji, another Zen temple, and

probably moved their port again to the mouth of the Kōtsuki river, which

was larger than both the Abeki and Nameri rivers. However, the existing

ports probably continued to operate even though they were not used for

foreign trade because most Zen temples remained in place. In other words,

the Shimazu seem to have selected the topographical condition that made it

easier for ships to operate in their foreign-trade port, controlling some ports

indirectly through the network of Zen temples.
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